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本市では生活習慣病早期対策として幼
児から中学生までに３回の健診と食生活
状況調査、指導を実施しています。この
結果は「広報ようかいちば」を通して、
幼児は１１月号で、小学４年生は１月号で
お知らせいたしました。今回は最後の中
学１年生についてまとめました。
【健診結果】
今年は６月に検診と食習慣・生活状況
調査、８月に食事の聞き取り調査を実施

しました。受診数３１６人中健診結果で特
徴の見られたことは、第１位は肥満（標
準体重より２０％以上体重が多かった生
徒）１３．６％（４３人）で、どちらかという
と男子より女子に多く見られました。２
位は貧血（ヘモグロビン値が男子１２．５ｇ／
ｄｌ以下、女子１２．０ｇ／ｄｌ以下）８．９％
（２８人）、３位は高コレステロール（コレ
ステロールが２００ｍｇ／ｄｌ以上）７．０％（２
２人）でした。これらの症候出現は順位
の違いはあっても幼児期の場合と同様な
傾向でした。肥満は家庭で簡単にチェッ
クできます。幼児期の健診で、あるいは
小学生の時の健診で肥満でなかったから
と安心せず、家庭でも月に１度は子ども
の身長や体重の伸び具合をみましょう。
肥満や高コレステロールは生活習慣病
の予備軍です。貧血も含めて、正しい食
生活を身につけることでこれらの検査結
果の改善も可能です。８～９月にお返し

いたしました個人票を今一度見直してみ
ましょう。

【食生活状況】
子どもの朝食欠食が問題となっていま
すが、今回の結果では８０％の生徒が毎朝
食事を摂って学校へ行っています。でも
残りの２０％の欠食者は今回健康状態で何
も問題のない人が多かったです。健康状
態を維持するためにも朝食は必ず食べま
しょう。食事面については各中学校へお
送りした１８枚の「和洋ＮＥＷＳ」を通して
生徒の皆さんに情報発信をいたしました。
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正しい食生活は
生活習慣病をシャットアウト！
和洋女子大学 石井 荘子
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平
和
地
区
は
、
一
八
八
九
年
（
明

治
二
十
二
年
）
に
五
か
村
の
合
併
で

で
き
た
平
和
村
を
継
承
し
た
も
の

で
、
「
村
の
平
和
を
希
望
す
る
住
民

の
念
願
」
に
よ
り
新
し
い
村
名
が
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
の
平
木
、東
谷（
ひ

が
し
や
）、上
谷
中
、荻
野（
お
ぎ
の
）、

川
向
の
五
か
村
に
は
、
つ
ね
に
周
辺

村
む
ら
と
の
水
争
い
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
歴
史
を
示
す
石
碑
が

あ
り
、
改
修
さ
れ
た
念
仏
（
ね
ん
ぶ

つ
）
川
沿
い
に
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏

（
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
）」
と
、
一
七

五
七
年
（
宝
暦
七
年
）
の
年
号
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
の
由
来
を

知
る
記
録
は
見
つ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
水
争

い
で
の
犠
牲
者
を
供
養

し
た
と
い
う
言
い
伝
え

が
あ
り
ま
す
。

記
録
に
残
る
も
の
だ

け
で
も
、
一
七
二
九
年

（
享
保
十
四
年
）
か
ら

一
七
四
五
年
（
延
享
二

年
）
に
か
け
て
の
上
谷

中
村
内
の
上
谷
と
下
谷

集
落
の
争
論
、
一
七
四

六
年
（
同
三
年
）
の
平

木
村
と
西
小
笹
村
の
争

い
、
一
七
九
〇
年
（
寛

政
二
年
）
か
ら
翌
年
に

か
け
て
の
荻
野
、川
向
、

大
塚
原
（
旭
市
）
の
三

村
に
よ
る
念
仏
川
を
め

ぐ
る
水
論
、
一
八
六
〇

年
（
万
延
元
年
）
の
上

谷
中
村
と
籠
部
田
村
の

沼
を
め
ぐ
る
争
論
な
ど
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
沼
や
川
を
め
ぐ

る
用
排
水
、
沼
の
干
拓
に
よ
る
利
害

関
係
が
対
立
を
生
み
ま
し
た
。

平
和
地
区
の
村
む
ら
は
、
市
内
北

部
の
集
落
よ
り
新
し
い
印
象
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
五
か
村
と
も
そ
の
成

立
は
中
世
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

一
二
七
二
年（
文
永
九
年
）の
記
録
に

見
ら
れ
る
匝
瑳
南
条
荘
東
方
新
田

は
、
平
木
の
御
門（
み
か
ど
）周
辺
と

考
え
ら
れ
ま
す
し
、東
谷
の
安
養（
あ

ん
よ
う
）寺
は
南
北
朝
時
代
に
現
在

の
茨
城
県
水
戸
市
周
辺
の
寺
院
と
僧

り
ょ
間
の
交
流
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
に
な
っ
て
、
東
谷
村
の
角
田

伝
右
衛
門
は
県
か
ら
養
蚕
世
話
役
を

命
じ
ら
れ
近
県
の
先
進
地
視
察
な
ど

の
成
果
と
し
て
同
村
に
養
蚕
伝
習
所

を
設
置
す
る
な
ど
の
業
績
を
残
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ハ
リ
ス
ト
ス
須
賀
正

教
会
か
ら
分
離
し
た
、
平
和
教
会
が

設
立
さ
れ
る
な
ど
新
し
い
い
ぶ
き
も

芽
生
え
ま
し
た
。

明
治
二
十
二
年
の
合
併
に
あ
た

り
、
五
か
村
は
明
治
初
年
か
ら
同
一

の
歩
み
が
と
ら
れ
た
た
め
、
江
戸
時

代
の
争
論
の
な
ご
り
は
自
然
に
消
え

た
の
で
し
ょ
う
。
二
、
三
の
沼
も
耕

地
整
理
が
行
わ
れ
、
一
面
に
水
田
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
は
植
木
産

業
が
活
況
を
呈
し
、
か
つ
て
水
争
い

に
明
け
く
れ
た
歴
史
は
消
え
去
り
、

新
村
名
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
と
な
り

ま
し
た
。

（
生
涯
学
習
課
）
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